
背景と目的
畞地適正化歑画制度ä�都市機能ù檭住ć枓導ÎĀÔöã新

Ôß土地畏枮枓導ã取組ôć推進ÎĀ÷ãÜ·ÿ�行政Ý市朰
ù朰間事櫤者Á一体ÝßØÛ�集杲欹都市構造�à取組õÔöã
実効的ß歑画ÝÌÛ活枮ÜÂĀ÷ãÜÎ�
羽曳杭市à¿¹Ûä�市域ÁĞンパĚĳà欻成ÊāÛ¹óÎÁ�

人口減少ã中�少子高疥化ã進展ù�公櫂施設等ã維持管畔費
ã増加ßÞ多Äã課題ć暽½Û¹óÎ�

È»ÌÔ背歄ù課題ć踏ó½�人口減少ã中Ü÷�都市機能ã
緩ùÀß集杲化àýÿ�óÖã持続可能性ć高öĀÔö�羽曳杭
市畞地適正化歑画ć策定ÌóÎ�

計画の位置づけ

1

計画の目標年次
曽市ã都市歑画à関ÎĀ基曽的ß曀針ć定öÔ�羽曳杭市都

市歑画マĤĪ�プラン（現在改定中）�ä�総合基曽歑画（現在策
定中）Ý整合ÎĀÔö�10年間Ü枂先的à整備ÎĀ杛標ÝÌÛ
疖痕17（2035）年度ć杛標年次ÝÌÛ¹óÎ�

畞地適正化歑画ä�改訂作櫤中ã都市歑画マĤĪ�プランã
杛標年次Ý整合ÌßÁþ�中長期的ß歑画ÝÌÛ概â20年先ã

óÖã姿ć見据½�疖痕27（2045）俇伵ć杛標年次ÝÌóÎ�
óÔ�概â5年程度ÉÝà必甮à応ÍÔ見直Ìć行¹óÎ�

óÔ�曽市ć取ÿ巻Ä社会歊済状櫓ã変化ù�曽歑画ã達成状
櫓à合ĄÐ�必甮à応ÍÛ見直Ìć行ØÛ¹Ä÷ãÝÌóÎ�

計画の対象区域
曽歑画ã対象欄域ä�都市全体ć見渡Î観点Àþ曽市ã行政

欄域Ü·Ā都市歑画欄域全体ÝÌóÎ�
ÔÕÌ�枓導欄域ã設定ä�都市再生特別措置曂ù都市歑画運

枮指針等à基ÚÄ檭住枓導欄域Àþã除外橪定à市街化調整欄
域ć含öÛäßþß¹ÝÊāÛ¹ĀÔö�市街化欄域内ÝÌóÎ�

羽曳杭市総合基曽歑画 南部大阪都市歑画欄域マĤĪ�プラン

羽曳杭市都市歑画マĤĪ�プラン

羽曳杭市畞地適正化歑画

まちづくりの課題

立地適正化計画について

課題１ ： 人口減少ù少子高疥化等àýĀ住環櫉悪化íã対応

人口減少ù少子高疥化等àýĀ欑Â家数ù低朣畏枮地ã増加�都市歑画道疼ã朣整
備欄間Á·ĀÈÝßÞàýÿ�住環櫉ã悪化Á懸念ÊāĀÈÝÀþ�公櫂交通沿線ù
日常生活ã檰点周辺à檭住ć枓導Ì�ÈāÀþ÷住ô続ÆþāĀ住環櫉ã維持�欻成
ć図ĀÈÝÁ檟öþāóÎ�

課題２ ： 人口定着àýĀ自畞ÌÔóÖÚÄÿã欻成

人口減少ù少子高疥化等ã進展à¿¹Û÷質ã高¹生活Ġ�ビĤć持続的à提檽Ü
ÂĀ環櫉ć維持ÎĀÈÝÁ�市朰ÁÈāÀþ÷住ô続ÆþāĀÔöà必甮Ü·ĀÈÝ
Àþ�一定橪李ã人口定着ć図ÿ�医畺�福祉�商櫤等ã生活Ġ�ビĤć維持ÜÂĀ自
畞ÌÔóÖÚÄÿć進öĀ必甮Á·ÿóÎ�

課題３ ： 檜速ß高疥化ã進展ć見据½Ô公櫂交通ネĮĳワ�Ěã再編

徒歩圏内àバĤ停�駅ÁßÄ公櫂交通ã畏便性Á低¹地域Á·ĀÈÝßÞ�檜速ß高
疥化ã進展ć見据½Ô檰点ßÞíãčĚĦĤ性ã更ßĀ櫋化ć図ÿ�誰÷Á移動Ìù
Î¹快適ßóÖã欻成Á檟öþāóÎ�

課題４ ： 災害à櫋¹都市ã構築

石川ù東除川ßÞã河川沿¹ä�外水àýĀ水害ã危険性Á高Ä�óÔ�市内ã複数
ã箇所Ü土砂災害（特別）歓戒欄域Á指定ÊāÛ¹ĀßÞ�曽市àä災害リĤĚÁ高¹
地域Á各地à存在ÌÛ¹ĀÈÝÀþ�曪災�減災施設ã整備ù�安全ß場所íã檭住ù
都市機能ã枓導ć図ĀßÞã�ハ�Ĵ�Ĩフĳ畳杋Üã災害à櫋¹都市ã欻成Á檟öþ
āóÎ�

羽曳杭市à¿ÆĀ各種歑画Ýã整合�疵歂

�羽曳杭市地域曪災歑画
�羽曳杭市国土櫋靭化地域歑画
�羽曳杭市公櫂施設等総合管畔歑画

�羽曳杭市バリčフリ�基曽構想
�羽曳杭市欑家等対策歑画
�第4期羽曳杭市地域福祉歑画 ßÞ



人口定着àýĀ自畞ÌÔóÖÚÄÿć進öĀÔö�質ã高¹生活Ġ�ビĤć持続的à提檽Ü
ÂĀý»�高次都市機能Á集積ÌÔ公櫂交通ã畏便性Á高¹檰点ã欻成ù商櫤�公櫂施設等
ã生活Ġ�ビĤ施設Á集積ÌÔ檰点ć適切à配置ÎĀßÞ�市朰ã生活ć支½Ā檰点ã欻成
ć図ÿóÎ�

基曽曀針２ 将甿にわたり市朰の生活を支える檰点の欻成

将甿估市骨格構造（畞地適正化歑画）将来都市骨格構造（立地適正化計画）
檰点の設定

都市拠点（古市駅・市役所周辺地区）

古市駅�市東所周辺地欄ä�曽市ã公櫂交通機関ã中核ć担»古
市駅�市東所ù商櫤施設�櫤朲施設ßÞÁ集積Ì�曽市ã中心地ć
欻成ÌÛ¹óÎ�市ã中心的ß都市機能ã維持�充実ćöËÌ�古
市駅�市東所周辺ć中心ÝÌÔ�都市檰点�ć設定ÌóÎ�

生活拠点（恵我ノ荘駅周辺地区・高鷲駅周辺地区）

欽我ノ荘駅周辺地欄ù高痜駅周辺地欄ä�主甮ß公櫂交通ã結
節点ÝßØÛ¿ÿ�日常的ß生活Ġ�ビĤ施設Á畞地ÌÛ¹óÎ�
交通結節点ÝÌÛã機能ć櫋化ÌÙÙ�日常的ß都市機能ã維持�
充実ćöËÌ�欽我ノ荘駅ù高痜駅ć中心ÝÌÔ�生活檰点�ć設定
ÌóÎ�
交流拠点、研究・医療拠点、産業拠点、レクリエーション拠点

欌ヶ谷駅周辺地欄�上ノ太子駅周辺地欄ßÞàÙ¹Ûä�曽歑画
à¿¹Û÷�曽市ã持続的ß発展ć遂ÇĀÔöã重甮ß甮素Ü·
ĀÈÝÀþ�各機能ã檰点ÝÌÛ扱¹óÎ�

檰点間ネットワークの設定

都市檰点（古市駅�市東所周辺地欄）�生活檰点（欽我ノ荘駅周辺地欄�
高痜駅周辺地欄）�交畣檰点（欌ヶ谷駅周辺地欄�上ノ太子駅周辺地
欄）ć結ë�櫽鉄南大阪線�ć��檰点ネĮĳワ�Ě�ÝÌÛ設定ÌóÎ�

Êþà�市内ã檭住地Ý都市檰点�生活檰点�各機能檰点ć結ë基幹
的バĤ疼線（30曽/日以上運行ÎĀ疼線）ć��補助檰点ネĮĳワ�Ě�
ÝÌÛ設定ÌóÎ�

めざすべき将来像（立地適正化計画）

人口減少ù少子高疥化等àýĀ欑Â家ã増加ùĞミュニıĎã維持Á難ÌÄßĀÈÝÜ�住
環櫉ã悪化ßÞÁ懸念ÊāĀÈÝÀþ�公櫂交通沿線ù日常生活ã檰点周辺à檭住ć枓導Ì�
生活Ġ�ビĤ施設ã維持�集積ć図ĀÈÝÜ�地域ã活疄ć維持Ì�大阪南部地域ã中核都市
àêÊĄÌ¹朤疄的ß住環櫉ã維持�欻成ć図ÿóÎ�

基曽曀針１ 大阪南部地域の中核都市にふさわしい朤疄的な住環櫉の維持・欻成

檜速ß高疥化ã進展ć見据½Û�都市機能Á集積ÌÔ檰点間ã疵歂ù檭住地Àþ檰点íã
čĚĦĤ性ć櫋化ÎĀÔö�既存ã鉄道�バĤ疼線ã維持�充実ć図ĀÝÝ÷à�JCY等ã新橹
術ć活枮ÌÙÙ�市朰ニ�ĥà応ÍÔ移動手段ã確保ć検討ÎĀßÞ�誰÷Á移動ÌùÎ¹快
適ßóÖã欻成ć図ÿóÎ�

基曽曀針３ 公櫂交通を中心とした移動しやすく快適なまちの欻成
台風ù集中豪雨àýĀ水害ã危険性Á高¹地域Á·ĀÈÝÀþ�災害リĤĚÁ高¹地域Üä

檭住ù都市機能ã枓導à配畭ÎĀÝÝ÷à�櫽年歝甚化ÎĀ自然災害íã曪災�減災対策ć
推進ÎĀßÞ�安全�安心à暮þÐĀ都市ã欻成ć図ÿóÎ�

基曽曀針４ 安全・安心に暮らせる都市の欻成

立地適正化計画について

立地適正化計画の基本方針
檰点性Ý畏便性Á確保ÊāÔ�安全Ü快適ß都市ã欻成

２



１．誘導区域の設定

居住誘導区域及び都市機能誘導区域の設定状況

３

■都市機能誘導区域の設定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 0 檭住枓導欄域内 

ステップ 1 
（設定） 

都市檰点檘び生活檰点に徒歩でアクセスできる欄域 

●檰点の中心となる市東所（概ね 800ｍ圏域）、 
●檰点の中心となる鉄道駅の徒歩圏（概ね 800m 圏域） 

※ただし、ステップ１の縁辺部については、既存施設檘び土地畏枮を勘案し、
欄域を検討します。 

ステップ 2 
（設定） 

都市機能の維持・枓導が曟まれる欄域 

●商櫤歉枮途地域と住檭歉枮途地域（住檭専枮地域を除く）のうち、まとまった
低・朣畏枮地等がみられる欄域や既に都市機能施設が畞地する欄域（地欻地物（道
疼、河川等）、枮途地域界等で欄域櫉界を確定） 
 ※ただし、将甿的な土地畏枮橪制の見直しを想定した欄域を検討します。 

●災害リスク（曪災指針）を踏まえた上で都市機能枓導欄域を確定 

■曽市à¿ÆĀ檭住枓導欄域ã設定ã考½曀（óÝö）
�估市基盤何Á整ØÔ畾好ß住宅地ù估市檰点�生活檰点周辺檘è産櫤檰点àčĚĦĤÎĀ公櫂
交通ã畏便性Á高¹市街地à設定ÌóÎ�
�災害リĤĚÁ高¹÷ãã�鉄併駅ć中心à市街化ÌÛ¿ÿ�公櫂交通ã畏便性Á高Ä身櫽ß生
活圏à市ã中心的ß機俕ù侶常的ß生活Ġ�ビĤ施設Á畞地ÌÛ¹Ā欄域àÙ¹Ûä�防災�減
災ãハ�Ĵ�Ĩフĳã対策ć推進ÎĀÈÝÜ欄域à含ôóÎ�

■曽市à¿ÆĀ都市機能枓導欄域ã設定ã考½曀（óÝö）
�市ã中心的ß機俕ù高次估市機俕ã維持�充実ć図Ā估市檰点à設定ÌóÎ�
�侶常的ß估市機俕ù交畣機俕ã維持�誘佭ć図Ā地域檰点à設定ÌóÎ�



(1) 災害リĤĚ分析ã考½曀
各災害リĤĚã分析à·ÔØÛä�以下à示Î考½曀à基ÚÂ整畔ć行¹óÎ�

1) 機能低下ã¿Òāã枊朴（社会福祉施設等）
2) 建物倒壊ã¿Òāã枊朴（建築物ã構造））
3) 垂直避難ã可否（建築物ã階数）
曽市Üä垂直避難Á困難Ý考½þāĀ建物ã基準ć４段階（～0.5w/0.5ｍ～3.0ｍ/3.0ｍ～5.0ｍ/5.0ｍ～）Ü設定ÌóÎ�

4) 迅速ß応檜活動ã可否（広域櫷檜交通疼）
5) 避難場所�避難所ã安全性

(2) 災害リĤĚ分析
1) 災害リĤĚ分析ã視点
曽市ã曪災�減災上ã課題整畔à·Ôÿ�災害ハġ�Ĵ情暶Ý都市情暶ć重â合ĄÐĀÈÝàýĀ災害リĤĚã分析ć行¹óÎ�

２．誘導施設の設定

● 誘佭施設ã設定方針

各檰点ã特性ù都市機能ã畞地特性等ć踏ó½Û�枓導施設ć設定ÌóÎ�

ÔÕÌ�枓導施設ã設定àÙ¹Ûä�曽歑画ã改訂ù上位関疵歑画ã改訂等à応ÍÛ適橷見直ÎÈÝÝÌóÎ�

３．防災指針（１）

浸水深 垂直避侫ã可否

5.0w～

10.0w

3階建Û以下ã建築物ä�垂直避難困難�

（一般的ß家屋ã3階Á水書ÎĀ深Ê）

3.0w～

5.0w

2階建Û以下ã建築物ä�垂直避難困難�

（一般的ß家屋ã2階Á水書ÎĀ深Ê）

0.5w～

3.0w

1階建Ûã建築物ä�垂直避難困難�

（2階床下à相当）

～0.5ｍ
成人ã膝óÜÙÀĀ程度ã深ÊÜ�徒歩Ü

ã移動Á困難�

災害ハġ�Ĵ情報 估市情報 分析ã視点

洪水

浸水深
（歑画橪李）

�社会福祉施設等
�住宅歉建物階数

�社会福祉施設等ã機能低下Á発生ÎĀリĤĚäß¹À
�垂直避難Á困難ß建物äß¹À

浸水深
（想定最大橪李）

�社会福祉施設等
�避難場所�避難所
�住宅歉建物階数
�地下道

�社会福祉施設等ã機能低下Á発生ÎĀリĤĚäß¹À
�避難場所�避難所ã機能低下Á発生ÎĀリĤĚäß¹À
�垂直避難Á困難ß建物äß¹À
�地下道ã冠水àýĀ避難疼ã途絶Á発生ÎĀリĤĚä
ß¹À

家屋倒壊等氾畋想定欄域
（氾畋畣）

�建物構造 �氾畋畣àýĀ建物ã倒壊�畣出リĤĚäß¹À

家屋倒壊等氾畋想定欄域
（河岸侵食）

�建物分布 �河岸侵食àýĀ建物ã倒壊�畣出リĤĚäß¹À

伶砂災害
土砂災害（特別）
歓戒欄域

�社会福祉施設等
�避難場所�避難所
�広域櫷檜交通疼

�社会福祉施設等ã機能低下Á発生ÎĀリĤĚäß¹À
�避難場所�避難所ã機能低下Á発生ÎĀリĤĚäß¹À
�交通途絶Á発生ÎĀリĤĚäß¹À

４

檰点 檰点ã位置ÚÆ�性格 必甮ß機能ã考½曀

都市
檰点

古市駅�
市東所周辺
地欄

• 市東所Á畞地Ì�曽市ã中心地ć欻成
ÌÛ¹óÎ�

• 鉄道�バĤã交通結節点ÝÌÛã機能
ć枊ÌÛ¹ĀÝÝ÷à�福祉機能ù商
櫤機能�医畺機能�櫾枘機能ßÞã施
設Á畞地Ì�生活畏便性à枂āÛ¹ó
Î�

• 曽市ã中心地ć欻成ÌÛ¹ĀÈÝÀþ�各種
機能ã市域全域ã市朰ć対象ÝÌÔ施設àÙ
¹Û�維持óÔä集積ć適切à図ÿóÎ�

• 生活畏便性Á高¹ÈÝÀþ�福祉機能ù商櫤
機能�医畺機能�櫾枘機能ßÞã施設ã維持
óÔä集積ć適切à図ÿóÎ�

生活
檰点

欽我ノ荘駅
周辺地欄

• 都市檰点（古市駅�市東所周辺地欄）Ý
公櫂交通（鉄道ßÞ）Ü枣易àčĚĦĤ
Á可能ÜÎ�

• �欽我ノ荘駅周辺地欄Üä�道疼ßÞ
ãďンフラ整備ć進öÛ¿ÿ�快適ß
日常欑間ć提檽ÎĀ東割ć担ØÛ¹
óÎ�

• 各種機能à¿ÆĀ檰点的ß施設ã内�ďンフ
ラ整備Ý疵動ÌÔ畞地ÎîÂ施設ã枓導ć適
切à図ÿóÎ�

• 不足ÎĀ日常生活Ġ�ビĤ施設ã»Ö�地域
檰点à畞地ÎîÂ施設ã枓導ć適切à図ÿó
Î�

高痜駅
周辺地欄

• 都市檰点（古市駅�市東所周辺地欄）Ý
公櫂交通（鉄道ßÞ）Ü枣易àčĚĦĤ
Á可能ÜÎ�

• 高痜駅周辺地欄Üä�既存施設ć活À
ÌÙÙ�日常生活à資ÎĀ機能ć提檽
ÎĀ東割ć担ØÛ¹óÎ�

• 日常生活à資ÎĀ機能ć提檽ÎĀ東割ć枊Î
ĀÈÝÀþ�既存ã日常生活Ġ�ビĤ施設ù
交畣à寄果ÜÂĀ施設ã維持ć適切à図ÿó
Î�

• 不足ÎĀ日常生活Ġ�ビĤ施設ã»Ö�地域
檰点à畞地ÎîÂ施設ã枓導ć適切à図ÿó
Î�

■檰点ã特性Ý必甮ß機能ã考½曀

■檰点別ã枓導施設一畎

枓導施設
 替疘¡

◎：都市機能枓導欄域内ã既存施設ã畞地ć
維持ÌÙÙ�畞地ã増加ćöËÎ施設

○：都市機能枓導欄域内ã既存施設ã畞地維
持ćöËÎ施設

－：枓導施設à設定Ìß¹施設

都市機能枓導欄域

都市檰点 生活檰点

古市駅�市東所
周辺地欄

欽我ノ荘駅
周辺地欄

高痜駅
周辺地欄

行政機能 市東所 ○ － －

介護福祉機能 総合福祉ĦンĪ� ○ － －

商櫤機能 商櫤施設（1,000㎡以上） ◎ ◎ ◎

医畺機能 保健ĦンĪ� ○ － －

櫾枘機能 櫾枘機関 ○ ○ ○



①洪水浸水
č）歑画橪李 ď）想定最大橪李

３．防災指針（２）

住宅系建物階数との重ね合わせ 住宅系建物階数との重ね合わせ 

社会福祉施設等との重ね合わせ 社会福祉施設等との重ね合わせ 

５



３．防災指針（３）
（３）災害リĤĚã高¹地域ã抽出

前項ã災害リĤĚ分析ã結果Àþ�曽市à¿ÆĀ災害リĤĚã高¹地域ć抽出Ì�Òã災害危険度ć整畔ÌóÎ�

災害リĤĚã高¹地域ã抽出ä�地域内à市街化欄域Á指定Êā�枮途指定Á工櫤専枮地域ãôÜ·Ā欌ヶ谷地域ć

除¹Ô檭住枓導欄域ć枊ÎĀ高痜地欄�丹比地欄�埴生地欄�羽曳Á檔地欄�古市地欄�西浦地欄ã6地欄ć対象ÝÌóÎ�

１）抽出à使用ÎĀ情報一畎

前項ã災害リĤĚ分析ã結果ć踏ó½�災害リĤĚã高¹地域ã抽出à使枮ÎĀ情暶ć整畔ÌóÎ�

óÔ�災害リĤĚã抽出à使枮ÎĀ情暶ć以下ãý»à設定ÌóÎ�

災害ハġ�Ĵ情暶 都市情暶

洪水

浸水深（想定最大橪李）
�社会福祉施設等

�避難場所�避難所

�地下道

�垂直避難Á困難Ý考½þāĀ建物

家屋倒壊等氾畋想定欄域（氾畋畣）

家屋倒壊等氾畋想定欄域（河岸侵食）

伶砂災害 土砂災害（特別）歓戒欄域

災害ハġ�Ĵ情報 估市情報 分析ã視点 災害リĤĚ分析ã結果

洪水

浸水深

（歑画橪李）

�社会福祉施設等

�住宅歉建物階数

�社会福祉施設等ã機能低下Á発生ÎĀリĤĚäß¹À

�垂直避難Á困難ß建物äß¹À

�複数ã社会福祉施設等Ü3.0w朣期ã浸水Á想定ÊāĀ

�複数ã住宅Ü垂直避難Á困難Ý想定ÊāĀ

浸水深

（想定最大橪李）

�社会福祉施設等

�避難場所�避難所
�住宅歉建物階数
�地下道

�社会福祉施設等ã機能低下Á発生ÎĀリĤĚäß¹À

�避難場所�避難所ã機能低下Á発生ÎĀリĤĚäß¹À
�垂直避難Á困難ß建物äß¹À
�地下道ã冠水àýĀ避難疼ã途絶Á発生ÎĀリĤĚä

ß¹À

�複数ã社会福祉施設等Ü5.0w以上ã浸水Á想定ÊāĀ

�一部ã避難場所�避難所ä3.0w以上ã浸水Á想定Êā�
浸水時à開設ÜÂß¹

�多Äã住宅Ü垂直避難Á困難Ý想定ÊāĀ

�1箇所ã地下道Á浸水想定欄域内à畞地ÌÛ¹Ā

家屋倒壊等

氾畋想定欄域
（氾畋畣）

�建物構造 �氾畋畣àýĀ建物ã倒壊�畣出リĤĚäß¹À
�多Äã杙造建物Á家屋倒壊等氾畋想定欄域（氾畋畣）à畞

地ÌÛ¹Ā

家屋倒壊等

氾畋想定欄域
（河岸侵食）

�建物分布 �河岸侵食àýĀ建物ã倒壊�畣出リĤĚäß¹À
�多Äã建物Á家屋倒壊等氾畋想定欄域（河岸侵食）à畞地

ÌÛ¹Ā

伶砂災害
土砂災害（特別）

歓戒欄域

�社会福祉施設等

�避難場所�避難所
�広域櫷檜交通疼
�建物分布

�社会福祉施設等ã機能低下Á発生ÎĀリĤĚäß¹À

�避難場所�避難所ã機能低下Á発生ÎĀリĤĚäß¹À
�交通途絶Á発生ÎĀリĤĚäß¹À
�土砂災害àýĀ建物ã倒壊等ãリĤĚäß¹À

�社会福祉施設等ä土砂災害（特別）歓戒欄域外à畞地ÌÛ

¹Ā
�一部ã避難場所�避難所ä土砂災害（特別）歓戒欄域à畞
地ÌÛ¹Ā

�土砂災害（特別）歓戒欄域à重ßĀ広域櫷檜交通疼äß¹
�一部ã建物Á土砂災害（特別）歓戒欄域内（檭住枓導欄域

外）à畞地ÌÛ¹Ā

①地域別分析

６



３．防災指針（４）

７



３．防災指針（４）

８



３) 定疁的ß指標

■ 甮配畭者畏枮施設à¿ÆĀ避難確保歑画ã作成檘è避難欫疲ã実施

■ 自主曪災組織ã育成（編成畝）

３．防災指針（５）
（４）取組方針Ý取組事櫤

１） 災害リĤĚ分析ã結果ć踏ó½Ô取組曀針ã設定

 取組方針①¡

豪雨何àýĀ浸水à対Ì�水位Á上昇ÎĀ前ã避侫ć確実àÎĀÔöã避侫情報ã伝達歊疼ã確保ÝÝ÷à�河川ù

下水併何ã施設整備àýÿ建物ã被災ć最小限à电½ĀÈÝÜ�防災�減災対策ć実施ÌóÎ�

 取組方針④¡

災害時ã体制ùハġ�Ĵã櫂有ÝÝ÷à�侶頃Àþã防災櫑育檘è欫疲ã定期的実施ù自主防災組織ã育成ć促進Î

ĀßÞ�防災意識ć高ö�危険性Á高óĀ前à迅速ß行佪ÁÝāĀ体制ć整½óÎ�

 取組方針③¡

災害Á差Ì倏ØÛ¹Ā際ã市民何íã迅速ß情報伝達ù�避侫所何à¿ÆĀ甮俳畭者ßÞÁ畏用ÌùÎ¹福祉的機俕

ã充実ßÞ�安全�安心ã確保ć目的ÝÌÔ防災�減災対策ć実施ÌóÎ�

 取組方針②¡

伶砂災害à対ÎĀ危険性ã周知ù市民ã防災意識ã醸成�移転補助何ã対策ć行¹�防災�減災対策ć実施ÌóÎ�

2) 取組事櫤ÝĤĜģュ�ル

要配慮者利用施設 避難確保計画の作成（令和 6年度末時点作成率(94.8%)）

要配慮者利用施設 避難訓練の実施（令和6年度末時点実施率(46.8%)）

■ 甮配畭者畏枮施設à¿ÆĀ避難確保歑画ã作成畝100％

■ 甮配畭者畏枮施設à¿ÆĀ避難確保歑画à基ÚÄ避難欫疲ã実施畝100％

自主防災組織の育成（編成率 令和 3年時点確定値 30.0%）

■ 自主曪災組織ã編成畝 65％

９

① ② ③ ④

回避 ソフト ● ハザードエリアからの施設移転の促進 市/府

● ● ● 防災拠点機能の整備 市/府

● ● 指定避難所の機能(福祉的整備)強化 市

● 河川改修の推進 府/国

● 雨水出水対策の推進 市

● 土石流対策の推進 市/府/国

● 急傾斜地崩壊対策の推進 市/府

● 農地の保全・活用 市

● 排水機能の強化 市/府

● ため池の防災機能強化 市

● 地域緊急交通路の機能強化 市

● 共同溝・電線共同溝の整備推進 市/府

● ● ● 防災体制の強化 市/民間

● ● ● ハザードマップ等の随時更新と周知徹底 市

● 備蓄機能の強化 市/市民

● 災害に強い情報通信基盤の整備 市/府

● ため池防災テレメーターの利活用 市/府

● ● 自主防災組織の育成、防災意識の高揚、防災訓練の実施 市/府/市民/民間

● ● ● 要配慮者利用施設の避難確保計画の作成及び訓練の実施 市/民間

　　　　　　実施　　　　　 継続 短期 中期 長期

低減

取組方針
実施主体具体的な取り組み区分方針

スケジュール

長期
(20年程度)

中期
(10年程度)

短期
(５年程度)

ソフト

ハード



欽我ノ荘駅周辺地欄�高痜駅周辺地欄 古市駅�市東所周辺地欄

３．防災指針（６）
（５）檭住誘佭欄域檘è估市機俕誘佭欄域ã設定（災害リĤĚ分析ć佡ó½Ô結果設定）

曪災指針Üã災害リĤĚ分析ć踏ó½�災害リĤĚã高¹地域à¿¹Ûä�ハ�Ĵ�Ĩフĳ畳杋Üã取組事櫤ć円滑à
実施ÎĀÔö�檭住枓導欄域檘è都市機能枓導欄域ÝÌÛ新Ôà除外ÎĀ欄域ä·ÿóÐĈ�

曽市à¿ÆĀ檭住枓導欄域檘è都市機能枓導欄域ć以下à示ÌóÎ�

４．誘導施策
（１）誘佭施策àÙ¹Û

檭住枓導欄域�都市機能枓導欄域íã檭住ù都市機能ã枓導ć図ĀÝÝ÷à�公櫂交通ã充実ù曪災疄ã向上ć図ĀÔ
öã枓導施策ć設定Ì�曽歑画ã実現à向ÆÛ詳細ß事櫤等ã導入ć検討ÌÛ¹Ä÷ãÝÌóÎ�

（２）檭住誘佭欄域�估市機俕誘佭欄域à関ÎĀ施策

１） 都市歑画ã適切ß見直Ì

各檰点à必甮ÝßĀ都市機能ù檭住環櫉ć維持ÎĀÔö�現櫓ã土地畏枮ù災害リĤĚć踏ó½Ô�地欄歑画ã策定ù
枮途地域ã変更ßÞ建築物ã枮途制限等à欲Ā都市歑画ã見直Ìć検討ÌóÎ�

２） 欑家対策ã推進

羽曳杭市欑家等対策歑画à基ÚÂ�市朰ã安全確保Ý生活環櫉ã維持ć図ÿÙÙ�欑家等ã枊効活枮ć促進Ì�発生枚曪
Ý適正管畔ć基曽ÝÌÔ対策ć推進ÌóÎ�

（３）持続可俕ß估市構造ć実現ÎĀ施策

１） 鉄道駅íãčĚĦĤ性ã向上

鉄道駅ä地域ã交通ã甮所ÜÎ�čĚĦĤ性ã向上ä�畏枮者ã畏便性ć高öĀÕÆÜßÄ�地域ã活性化ù環櫉負荷ã
歔減à÷寄果ÎĀÔö�適切ß整備ć進öóÎ�

２） 地域公櫂交通ã維持

公櫂交通ä生活ã質ć維持ÎĀÔöà不可欠Ü·ĀÔö�持続可能ß公櫂交通杕ã構築ć進öóÎ�

３） 公櫂Ġ�ビĤã再編

持続可能ß公櫂Ġ�ビĤć維持ÎĀÔöàä�公櫂資産ã再配置ù機能集杲àýÿ�畏枮者àÝØÛ畏便性ã高¹
施設ùĠ�ビĤÁ提檽ÜÂĀ環櫉ć整½�地域住朰ã期足度ù生活ã質ć向上ÊÐĀ取組ôć進öóÎ�

想定ÊāĀ取組何

�枓導施設ã畞地ć促進檘è維持ÎĀÔöã適切ß枮途地域等ã地域地欄ã見直Ìć検討ÌóÎ�

�一定ã災害リĤĚÁ·Ā地域à適ÌÔ枮途地域ã見直Ìć検討ÌóÎ�

想定ÊāĀ取組何

�檪耐震基準ã朰間住宅等àÙ¹Û�耐震診断�改修設歑�改修�除檏à補助ć行¹�引Â続Â欑家ã电制ć図ÿóÎ�

�óÖÚÄÿ櫄檂会等Á主体Ýßÿēリčマネģメンĳć促進Ì�公朰疵歂àýĀ組織ć欻成ÌÛ�国ã財政支援ć活枮ÌÔ街
並ôù住宅市街地ã整備ć図ÿóÎ�

�所枊者ã意向ć踏ó½�疵歂櫄定ć締結ÌÛ¹Ā団体等Ýã櫄疄ć通Í�多枪ß畏活枮曀曂àÙ¹Û検討ÌóÎ�

�所枊者等à欑家等ãリĤĚàÙ¹Û十分ß認識ć持ÛĀý»�Ħミĵ�ù相談会ã案内ù開催�欶発ĬラĢ等ć配布Ì周知
ć図ÿóÎ�

想定ÊāĀ取組何

�欽我ノ荘駅周辺Üä�道疼欑間ã再編Ý駅前広場ã整備ć通ÍÛ交通結節点ÝÌÛã機能櫋化ć図ÿóÎ�
 都市構造再編集中支援事櫤¡

想定ÊāĀ取組何

�ĞンパĚĳ�プラĤ�ネĮĳワ�ĚãóÖÚÄÿć進öĀÔöà÷�朰間ã公櫂交通施設Ý公櫂施設循環福祉バĤßÞã疵歂�
櫋化Á檟öþāĀÈÝÀþ�地域公櫂交通歑画ã策定ć検討ÌóÎ�

想定ÊāĀ取組何

�公櫂施設等総合管畔歑画ć踏ó½Ô�公櫂施設等ã適切ß集杲化�複合化ć検討ÌóÎ�
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３） 曪災à¿ÆĀ杛標値

■甮配畭者畏枮施設ã避難確保歑画ã作成畝檘è避難欫疲ã実施畝（％）

※評価曀曂：水曪曂檘è土砂曂à基ÚÄ避難確保歑画作成�避難欫疲実施状櫓(大阪府)

■自主曪災組織ã編成畝（％）

※評価曀曂：自主曪災組織編成畝（総合基曽歑画実施歑画）

※上橫基準値檘è杛標値àÙ¹Ûä�疖痕５年度総合基曽歑画実施歑画書à基ÚÄ

４） 財政à¿ÆĀ杛標値

■歊常収支比畝(％)

※評価曀曂：歊常収支比畝（総合基曽歑画実施歑画）

※上橫基準値檘è杛標値àÙ¹Ûä�疖痕５年度総合基曽歑画実施歑画書à基ÚÄ

（2）施策ã達成状櫓ã評価方法

社会情勢à応ÍÛ曽市ã現状分析ć行»Ôö�Ｐｌａｎ（曽歑画ã作成）à始óÿ�Ｄｏ（歑画ã実施）�Ｃｈｅｃｋ（歑画ã評価）�
Ａｃｔｉｏｎ（歑画ã改善）ć¿¿õâ5年ÉÝà歑画à橫載ÊāÔ施策�事櫤ã実施状櫓�檘è檭住枓導欄域�都市機能枓導欄
域à¿ÆĀ届出ã分析ć行¹�曽歑画ã進捗状櫓ù枓導欄域�枓導施設ã設定ã妥当性ć評価Ì�歑画ã改善ć図ØÛ¹
ÂóÎ�

（１）定疁的ß目標値何ã設定

１） 檭住枓導欄域à¿ÆĀ杛標値

■檭住枓導欄域内ã人口木度（人/ng）

※評価曀曂：定期的ß見直Ì時à¿ÆĀ都市構造分析檘è現行檭住枓導欄域杋積

２） 都市機能枓導欄域à¿ÆĀ杛標値

■枓導施設ã畞地数（件）

※評価曀曂：定期的ß見直Ì時à¿ÆĀ都市構造分析

■鉄道駅ã乗降檐数（人）

※基準値出典檘è評価曀曂：大阪府統歑年鑑

指標
基準値

（疖痕6年度）

杛標値

備考中間年次
（疖痕12年度）

杛標年次
（疖痕２７年度）

枓導施設ã
畞地数(件)

行政機能
（市東所）

1

基準値以上

介護福祉機能
（総合福祉ĦンĪ�）

1

商櫤機能
（1000㎡以上ã施設）

4

医畺機能
（保健ĦンĪ�）

1

櫾枘機能 7

５．目標値及び施策達成状況の評価方法

指標
基準値

（疖痕２年度）

杛標値

備考中間年次
（疖痕12年度）

杛標年次
（疖痕２７年度）

檭住枓導欄域内ã
人口木度(人/ng)

80.3 76.2 以上 64.2 以上

 基準値¡
欄域Ý国勢調査ã人口
100wメĮĢュàýĀ
分析Àþ

指標
基準値

（疖痕５年度）

杛標値

備考中間年次
（疖痕12年度）

杛標年次
（疖痕２７年度）

鉄道駅ã乗降檐
数(人)

古市駅 17,992

基準値維持欽我ノ荘駅 9,071

高痜駅 5,881

指標
基準値

（疖痕６年度）

杛標値

備考中間年次
（疖痕12年度）

杛標年次
（疖痕２７年度）

甮配畭者畏枮施設ã
避難確保歑画ã作成
畝(％)

94.8 100 100

 基準値¡
大阪府ã調査à基ÚÄ甮配畭者畏枮施設ã

避難確保歑画à基Ú
Ä避難欫疲実施畝
(％)

46.8 100 100

指標
基準値

（疖痕３年度）

杛標値

備考中間年次
（疖痕12年度）

杛標年次
（疖痕２７年度）

自主曪災組織ã
編成畝（％）

30 65 100
中間年次ä第6次総合基曽歑画
実施歑画ã杛標値ć維持

指標
基準値

（疖痕３年度）

杛標値

備考中間年次
（疖痕12年度）

杛標年次
（疖痕２７年度）

歊常収支比畝(％) 92.7 98.0
杛標値ä第6次総合基曽歑画実
施歑画ã杛標値Ý整合
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